
ご 説 明 資 料

気づくのは誰よりも早く、理解するのは誰よりも深く。
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「CODE」は株式会社商事法務による
オンライン専門情報提供サービスです。

企業のビジネス、ガバナンスやリスクマネジメントに
影響を与える「日米欧中」などの規制・リスク情報を
『速報記事』『取材記事』『専門家の解説』でさまざ
まな機能とともにお届けいたします。

１日３０～４０本の「CODEだけに載る」新規記事を
掲載。
立法やソフトローの検討段階からリアルタイムに重要
な情報を提供いたします。
企業の動向や裁判、当局による執行事例も提供します。

「CODE」とは？
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❶日米欧中等・多領域の動向を網羅的に編集者が整理。
情報収集を任せられます。
（右の「対象国・地域」「対象情報」「対象領域」参照）

❷属人的な情報収集のあり方を標準化できます。
少人数組織でも人員の不足をカバーします。

❸ご担当外・ご専門外の領域も、情報整理した｢速報記
事｣｢専門家の解説｣により容易にリサーチできます。

❹経営やビジネスのリスクに直結する動きを先読み。
立法等は立案段階から把握でき、対応が後手に回る
ことも防げます。

❺旬刊商事法務、ＮＢＬ、資料版商事法務の最新号の
各デジタル誌面※を発刊日に早く閲覧いただけます。

VALUE

日本、米国、ＥＵ(欧州)、中国、アジア
これら以外の国・地域も重要なトピックはカバー

官庁・市場規制
（審議会等、パブコメ、国会審議、執行事例、官報）
企業、裁判、大学・研究、業界団体の各動向

機関法務
Ｍ＆Ａ・組織再編、コーポレートガバナンス、株主総会
取締役会、監査役・監査、IR・開示、資本政策
役員報酬・責任、会社訴訟、インサイダー・市場ルール

商業・法人登記、危機管理・対応、税・企業会計

取引/知財/情報法務
競争法、データ・AI・プラットフォーム
消費者法、表示・広告規制、知的財産、環境法
契約・商取引、金融・決済、不動産法・登記
与信・債権回収、倒産・事業再生、紛争解決手続

経済安保対応・貿易管理・通商政策
労働法務
法務業界・法教育

対象国・地域

対象情報

対象領域

※利用にはいずれか１誌の選択が必須。閲覧誌の選択数により利用料金が変動します。
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❶１日３０～４０本掲載の｢速報記事｣｢取材記事｣｢専門
家の解説｣

❷平日朝は短時間で主要な動きを一覧で把握できる
｢Daily Briefing｣

❸フォローした関心領域の新着情報をメール通知する
｢マイCODE通知｣

❹フォローした関心領域の情報を自動収集し、一覧化
｢マイボード｣

❺重要立法・規制等を立案段階から施行後まで整理
｢タイムライン｣

❻旬刊商事法務、ＮＢＬ、資料版商事法務の2021年以
降の号から最新号までを｢デジタル閲覧｣※

CONTENTS/TOOL

日本、米国、ＥＵ(欧州)、中国、アジア
これら以外の国・地域も重要なトピックはカバー

官庁・市場規制
（審議会等、パブコメ、国会審議、執行事例、官報）
企業、裁判、大学・研究、業界団体の各動向

機関法務
Ｍ＆Ａ・組織再編、コーポレートガバナンス、株主総会
取締役会、監査役・監査、IR・開示、資本政策
役員報酬・責任、会社訴訟、インサイダー・市場ルール

商業・法人登記、危機管理・対応、税・企業会計

取引/知財/情報法務
競争法、データ・AI・プラットフォーム
消費者法、表示・広告規制、知的財産、環境法
契約・商取引、金融・決済、不動産法・登記
与信・債権回収、倒産・事業再生、紛争解決手続

経済安保対応・貿易管理・通商政策
労働法務
法務業界・法教育

対象国・地域

対象情報

対象領域

※利用にはいずれか１誌の選択が必須。閲覧誌の選択数により利用料金が変動します。
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・編集者が情報の要点を整理した｢速報記事｣
官庁・市場規制、国会審議、官報、裁判・法執行、
企業の動きから実務に資する情報を取り上げます。

・重要な立法や規制の動向は、審議会などの議論を
取材し、即時に伝える｢取材記事｣

・重要なトピックはその分野の｢専門家の解説｣を
速やかに依頼。タイムリーに掲載します。

・これらを１日３０～４０本掲載。
いずれも“CODEだけに載る”内容です。
（旬刊商事法務、ＮＢＬ、資料版商事法務の記事とは別です。）

❶ １日３０～４０本の新規記事掲載

編集部記事

専門家の解説

速報記事
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・各記事には原典である「関連資料」リンクを掲載。
スムーズに確認いただけます。

・１つの記事において、関連する「過去～その後」の
動向を「関連記事」として掲載。

たとえば“解説→関連する企業の動きを確認”
“立法や指針の成立後の執行動向を確認”
“企業の事象からその元となる法令や判例
の解説を確認”

“企業事象の一連の経過を確認”
“旬刊商事法務・ＮＢＬ、資料版商事法務
の記事からその最新の動きを確認”

 といったことが可能です。

❶ １日３０～４０本の新規記事掲載

「関連記事」
ある記事に関する
過去～その後の動きを
確認できます

「関連資料」
各記事には
原典となる資料への
リンクを掲載
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・短時間で前日の主要な動きを伝えます。

・▼注目の動き、▼機関法務の動き、
▼取引・知財・情報法務の動き、
▼労働法務の動き、▼国会審議・法令等の公布、
▼裁判・法執行の動き、▼企業の主な動き
――ごとに整理、各動きの要点も記載。

・「企業の主な動き欄」では、
各社の減資の動きなど実務に役立つ情報も追えます。

・平日、毎朝掲載します。
情報の取りこぼしを防ぎ、組織内での情報共有にも
役立ちます。

❷ 平日朝の｢Daily Briefing｣
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・関心をお持ちの「領域」（実務分野、ト
ピック、解説連載など）をフォローいただき
ます。

・メール通知を設定することで、その「領域」
の新着情報が毎日指定の時刻に届きます。

・メールからワンクリックでCODE上の記事を
閲覧できます。

●使用例
【例１】独禁法の優越的地位濫用規制の改正・執行動向を追いたい

→「取引相談（独禁法・取適法）」または
「優越的地位濫用・不公正な取引方法をフォロー

【例２】他社の株主提案や株主による臨時総会招集の動きを知りたい
→「株主提案・委任状勧誘」や
「株主による株主総会招集請求減資」をフォロー

❸ マイCODE通知 ①関心「領域」を
 フォロー

②メール通知を
 設定

③指定時刻に新着情報を
 メール通知します
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・フォローした「領域｣（❸マイCODE通知参

照）は、CODE上の「マイボード」に
情報が集約されます。

・業務におけるご担当・ご専門領域やご関
心をお持ちの領域をフォローいただく
ことにより、｢マイボード」で情報収集
を完結できます。

❹ マイボート
「マイボード」は
ヘッダーからアクセス

未読記事には
赤丸が表示され、
確認漏れを防ぎます
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・重要や立法やソフトロー・規制は、立案
のための研究会や審議会が立ち上がるタ
イミングか 特設の「タイムライン」
ページを設置。

・立案審議の動きが更新されていきます。
｢速報記事｣｢専門家による解説｣、
関連する「旬刊商事法務、ＮＢＬ、資料
版商事法務」の記事を時系列で整理。

・｢今、どの段階か」｢いつごろに制定され
るか｣が分かります。

・施行前、施行後の動きもフォロー。
｢実際の運用｣も把握できます。

❺ タイムライン
「タイムライン」は
ヘッダーなどからアクセス

検討段階か、
施行に向けた準備の段階か
など、今の状況を把握可能

施行後の運用状況も
フォローできます
（画像は企業買収行動指針）
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・旬刊商事法務、ＮＢＬ、資料版商事法務の
２０２１年から最新号までの記事が
 CODE上で閲覧できます（※）。

・各記事には関連する動きやその解説を｢関
連記事｣として紐づけています。
これにより、その記事のテーマをめぐる
｢過去～最新｣の状況をフォローできます。

・最新号は発刊日に公開します。そのため、
いち早く閲覧ができます。

❻ 旬刊商事法務、ＮＢＬ、
資料版商事法務のデジタル閲覧

ある解説の掲載前～掲載後に
起こった事象とその解説などを
同じページ内でフォローできます。
例：令和７年下請法改正後の初の勧告事例

※CODEのご利用に当たってはいずれか１誌の選択が必須です。
閲覧誌の選択数により利用料金が変動します。

※すでに旬刊商事法務、NBL、資料版商事法務をデータベース等で
ご購読中の方はお支払費用が重複しないよう利用料金のお値引き
を行います。
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１ＩＤ当たりの年間利用料金です。
利用ＩＤ数に応じてお値引きを行います。

CODE with 旬刊商事法務プラン 年間178,200円（税込）
CODE with ＮＢＬプラン 年間165,000円（税込）
CODE with 資料版商事法務プラン 年間184,800円（税込）
CODE with SHOJIHOMU（全誌）  年間264,000円（税込）

●公益社団商事法務研究会会員や、商事法務データベース、
ＴＫＣやＷｅｓｔｌａｗ提供の各データベースで
各誌をご購読中の方にはお支払費用が重複しないよう
お値引きを行います。詳しくはお問合せください。

●２誌セットプランなど、料金の詳細はお問合せください。
お見積りいたします。

無料トライアル、利用料金について

無料トライアル期間（１ヵ月）をご提供しております。
ぜひ「CODE」をお試しください。

●個人トライアルだけでなく、組織でのトライアル利用も
承ります。

●トライアル利用は無料です。
お客様のご希望の時期から開始いただけます。

●正式利用への自動的な移行はいたしません。
トライアル期間終了時に正式利用の有無につきご連絡を
差し上げます。利用料金もあわせてお見積りいたします。

●こちらからお申し込みください。

無料トライアルをご利用いただけます 利用料金（年間利用）

お問合せ（株式会社商事法務 CODE担当）
code@mail.shojihomu.jp

「トライアルに申し込む」を
ご選択ください。

[PCの場合] 株式会社商事法務トップページ
→Press Releasesの
「『CODE by SHOJIHOMU』提供開始」の
お知らせからもお申込みいただけます。
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